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他
の
質
問
 

・
草
津
市
総
合
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て 

・
環
境
施
策
に
つ
い
て 

他
の
質
問
 

・
伊
庭
市
長
の
政
治
信
条
に
つ

い
て 

・
「
い
じ
め
・
不
登
校
等
対
策
」

に
つ
い
て 

他
の
質
問
 

・
定
率
減
税
で
の
増
収
は
暮
ら

し
や
福
祉
に
　 

・
農
業
改
革
で
な
く
農
業
を
守

る
こ
と
を 

 

コミュニティFM
コミュニティ放送局は、市区町村内の一部の地域において、地域に密着した情報を提供するため、平成４年１月に制度
化された超短波放送局（ＦＭ放送局）。一般に市販されているＦＭラジオで聴くことができる。 

公明党 

他
の
質
問
 

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て 

・
飲
酒
運
転
へ
の
対
応
に
つ
い

て 

プライマリーバランス 公債費を除く歳出と、公債や借入金などを除く税収入などの歳入のバランスがとれていること。過去の借金の元
利払い以外の政策的経費を公債などの新たな借金に頼らずに調達すること。 

草津市民連合 

質
問
　
平
成
16
年
に
「
政
治
の
浄

化
や
市
政
の
信
頼
回
復
の
た
め
の

情
報
公
開
の
徹
底
、
よ
り
透
明
性

の
高
い
市
政
運
営
」
を
表
明
し
市

長
に
就
任
さ
れ
市
政
運
営
を
進
め

て
こ
ら
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
改
革
を
進
め
ら
れ
、
本
市

が
ど
の
よ
う
に
自
立
し
て
き
た
の

か
、
変
化
を
求
め
て
ど
の
よ
う
な

挑
戦
を
さ
れ
て
き
た
の
か
を
伺
う
。
 

答
弁
　
入
札
・
契
約
制
度
の
見
直

し
や
外
部
評
価
制
度
の
導
入
、
情

報
公
開
条
例
の
改
正
、
公
共
工
事

の
大
幅
な
コ
ス
ト
縮
減
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
り
職
員
の
意
識
改
革
が
生

じ
て
お
り
、
行
政
の
「
組
織
風
土
」

も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
全
国
初
と

な
っ
た
草
津
市
発
の
条
例
や
対
策

へ
の
取
り
組
み
は
、
何
ご
と
に
も

挑
戦
を
す
る
意
識
が
職
員
に
芽
生

え
て
き
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
る
。
 

質
問
　
本
市
に
お
い
て
は
「
勤
労

者
福
祉
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
施
策
と
し
て

継
続
さ
れ
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
き
た
が
、
市
長
の
所
信
表
明
、

施
策
方
針
で
は
説
明
が
な
か
っ
た
。
 

 
草
津
市
の
勤
労
者
施
策
、
勤
労

者
福
祉
の
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
本
市
勤
労
者
福
祉
基
本
方

針
に
示
さ
れ
た
「
充
実
し
た
生
活

創
造
に
向
け
て
」
、
「
高
齢
社
会

を
む
か
え
て
」
、
「
誰
で
も
が
等

し
く
働
け
る
た
め
に
」
、
「
勤
労

者
福
祉
団
体
の
育
成
の
た
め
に
」

と
い
う
４
つ
の
柱
の
施
策
の
推
進

を
図
り
、
勤
労
者
施
策
、
勤
労
者

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

勤
労
者
福
祉
団
体
や
関
係
機
関
と

連
携
し
て
い
き
た
い
。
 

日本共産党 
草津市会議員団 

質
問
　
安
倍
首
相
は
、
１
月
４
日
、

新
年
に
あ
た
り
所
信
表
明
を
行
い
、

２
期
６
年
の
任
期
中
に
憲
法
改
定

を
実
現
す
る
と
宣
言
を
し
た
。
こ

れ
は
改
憲
と
地
続
き
の
「
国
民
投

票
法
案
」
の
成
立
を
憲
法
記
念
日

の
５
月
３
日
ま
で
に
行
う
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
平
和
都

市
宣
言
を
し
て
い
る
草
津
市
と
し

て
憲
法
を
守
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
所
見
を
伺
う
。
 

答
弁
　
日
本
国
憲
法
の
真
に
世
界

の
平
和
を
希
求
す
る
崇
高
な
理
念

は
、
今
日
ま
で
広
く
国
民
に
浸
透

し
、
わ
が
国
が
国
民
主
権
の
下
で
、

自
由
で
民
主
的
な
平
和
国
家
と
し

て
発
展
し
、
繁
栄
を
築
く
上
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
世
界
平
和
を
か
な
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
国
民
の
間
で
日
本
国
憲
法
へ

の
理
解
と
関
心
が
高
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
現
行
憲
法
以
上
の
平
和

が
か
な
え
ら
れ
る
な
ら
ば
議
論
の

輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
 

質
問
　
昨
年
５
月
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
が
新
浜
地
先
に
18 
ha
の
店
舗
を

つ
く
る
こ
と
が
新
聞
報
道
に
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
た
。
現
状
で
も
草

津
市
内
に
は
大
型
店
が
多
い
が
、

こ
れ
で
は
地
元
商
店
街
は
ま
す
ま

す
商
売
が
し
に
く
い
状
態
と
な
っ

て
し
ま
う
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
か

け
込
み
出
店
は
許
可
し
な
い
よ
う

求
め
る
。
 

答
弁
　
イ
オ
ン
は
出
店
す
る
に
際

し
て
、
地
域
貢
献
に
つ
い
て
の
協

定
を
結
ぶ
と
の
申
し
出
を
行
っ
て

お
り
、
地
元
商
店
街
と
共
存
で
き

る
よ
う
な
協
定
の
内
容
と
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
市
と
し
て
は
、

商
店
街
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
向
け
て
商
工
会
議
所
や
商
店
街

連
盟
等
と
の
連
携
を
図
り
、
賑
わ

い
や
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
個
性
あ
る

商
店
街
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
、
諸
施
策
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。
 

質
問
　
市
政
運
営
に
欠
か
せ
な
い

財
源
の
配
分
に
つ
い
て
、
こ
の
３

年
間
で
、
い
か
に
財
政
の
健
全
化

を
果
た
す
事
が
で
き
た
の
か
。
ま

た
、
財
政
運
営
に
臨
む
市
長
の
基

本
姿
勢
を
伺
う
。
 

答
弁
 
市
債
に
つ
い
て
は
、
高
金

利
な
市
債
の
借
換
え
等
を
行
う
と

と
も
に
、
新
規
の
発
行
額
を
元
金

償
還
額
よ
り
も
少
な
く
す
る
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、

市
債
残
高
の
抑
制
に
よ
る
健
全
財

政
に
努
め
て
き
た
。
今
後
の
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
次
の
世
代

に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
た
め
、
可
能

な
限
り
負
債
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。
 

質
問
　
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る

中
、
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
市

民
が
必
要
と
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
、
協
働
に
よ
る
地
域
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
、

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
拠
点
と
し

て
、
大
変
重
要
な
役
割
を
担
う
各

市
民
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
、
機
構

等
の
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。
 

答
弁
 
市
民
セ
ン
タ
ー
の
施
設
や

機
能
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
と
相

ま
っ
て
、
利
用
者
か
ら
時
代
に
即

し
た
要
望
も
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
な
ど
利
用
面
を
中
心
と
し
た

改
修
を
財
政
運
営
計
画
に
計
上
し
、

計
画
的
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
増
改
築
に
つ
い
て
も
、
地

域
の
活
動
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

今
後
、
整
備
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。
 

質
問
　
イ
オ
ン
進
出
で
市
民
の
消

費
生
活
向
上
、
雇
用
拡
大
、
税
収

増
等
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
。
課
題
対

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
中
心
市
街
地

活
性
化
を
誘
導
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M
放
送
局
開
設
へ
の
動
き
が
あ

る
が
、
そ
の
効
果
を
伺
う
。
ま
た

道
路
交
通
へ
の
影
響
は
、
そ
の
予

測
や
対
策
と
評
価
が
検
証
さ
れ
て

い
る
が
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を

伺
う
。
 

答
弁
　
放
送
局
は
、
商
店
街
の
空

き
店
舗
等
に
設
置
し
、
各
種
の
情

報
提
供
や
市
民
参
加
番
組
の
編
成

に
よ
る
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
よ
り
商
店
街
に
人
の
流
れ

や
人
が
集
う
場
を
つ
く
り
、
商
店

街
の
フ
ァ
ン
や
顧
客
づ
く
り
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
イ
オ

ン
出
店
に
伴
う
交
通
問
題
は
、
事

業
者
と
公
安
委
員
会
と
の
協
議
内

容
で
は
、
通
勤
と
施
設
へ
の
来
客

時
間
帯
の
ピ
ー
ク
が
異
な
る
こ
と

か
ら
深
刻
な
交
通
渋
滞
は
生
じ
な

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
出

入
口
の
左
折
化
や
周
辺
道
路
・
施

設
の
改
良
等
に
つ
い
て
事
業
者
が

関
係
機
関
と
協
議
を
し
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
出
な
い
よ
う

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
 

質
問
　
昨
今
の
子
ど
も
に
対
す
る

事
件
が
多
い
中
、
安
全
・
安
心
な

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
「
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
国
が
進
め

つ
つ
あ
る
。
親
の
不
安
を
取
り
除

く
た
め
、
大
変
に
効
果
的
で
あ
る

と
思
う
が
、
本
市
で
の
取
り
組
み

を
伺
う
。
 

答
弁
　
本
市
で
は
、
地
域
協
働
合

校
推
進
事
業
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
風

土
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
事
業
10

年
の
節
目
に
、
こ
れ
を
充
実
発
展

さ
せ
、
国
の
「
放
課
後
プ
ラ
ン
」

と
の
整
合
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

平
成
20
年
度
か
ら
の
「
草
津
市
の

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
、
「
市

民
主
導
の
地
域
学
習
社
会
づ
く
り
」

の
新
た
な
段
階
を
目
指
し
、
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。
 

本会議（開会、市長提案説明） 

本会議（質疑および一般質問） 

本会議（質疑および一般質問） 

総務常任委員会 

文教厚生常任委員会 

産業建設常任委員会 

本会議（委員長報告、採決、閉会） 

12日（火） 

21日（木） 

22日（金） 

25日（月） 

26日（火） 

27日（水） 

29日（金） 

 

内　　　　　容 

 ６ 

月 

 

月 日（曜日） 

６月定例会の予定 　本紙に掲載された質問・答弁などの

詳しい内容についてお知りになりたい

方は、インターネット議会中継（録画

中継）および会議録（５月下旬発行予

定）をご覧ください。なお、会議録は、

市立図書館、行政資料室などに備えて

あります。また、ホームページでもご

覧いただけます。 
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施
策
の
推
進

を
図
り
、
勤
労
者
施
策
、
勤
労
者

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

勤
労
者
福
祉
団
体
や
関
係
機
関
と

連
携
し
て
い
き
た
い
。
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質
問
　
安
倍
首
相
は
、
１
月
４
日
、

新
年
に
あ
た
り
所
信
表
明
を
行
い
、

２
期
６
年
の
任
期
中
に
憲
法
改
定

を
実
現
す
る
と
宣
言
を
し
た
。
こ

れ
は
改
憲
と
地
続
き
の
「
国
民
投

票
法
案
」
の
成
立
を
憲
法
記
念
日

の
５
月
３
日
ま
で
に
行
う
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
平
和
都

市
宣
言
を
し
て
い
る
草
津
市
と
し

て
憲
法
を
守
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
所
見
を
伺
う
。
 

答
弁
　
日
本
国
憲
法
の
真
に
世
界

の
平
和
を
希
求
す
る
崇
高
な
理
念

は
、
今
日
ま
で
広
く
国
民
に
浸
透

し
、
わ
が
国
が
国
民
主
権
の
下
で
、

自
由
で
民
主
的
な
平
和
国
家
と
し

て
発
展
し
、
繁
栄
を
築
く
上
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
世
界
平
和
を
か
な
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
国
民
の
間
で
日
本
国
憲
法
へ

の
理
解
と
関
心
が
高
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
現
行
憲
法
以
上
の
平
和

が
か
な
え
ら
れ
る
な
ら
ば
議
論
の

輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
 

質
問
　
昨
年
５
月
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
が
新
浜
地
先
に
18 
ha
の
店
舗
を

つ
く
る
こ
と
が
新
聞
報
道
に
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
た
。
現
状
で
も
草

津
市
内
に
は
大
型
店
が
多
い
が
、

こ
れ
で
は
地
元
商
店
街
は
ま
す
ま

す
商
売
が
し
に
く
い
状
態
と
な
っ

て
し
ま
う
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
か

け
込
み
出
店
は
許
可
し
な
い
よ
う

求
め
る
。
 

答
弁
　
イ
オ
ン
は
出
店
す
る
に
際

し
て
、
地
域
貢
献
に
つ
い
て
の
協

定
を
結
ぶ
と
の
申
し
出
を
行
っ
て

お
り
、
地
元
商
店
街
と
共
存
で
き

る
よ
う
な
協
定
の
内
容
と
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
市
と
し
て
は
、

商
店
街
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
向
け
て
商
工
会
議
所
や
商
店
街

連
盟
等
と
の
連
携
を
図
り
、
賑
わ

い
や
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
個
性
あ
る

商
店
街
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
、
諸
施
策
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。
 

質
問
　
市
政
運
営
に
欠
か
せ
な
い

財
源
の
配
分
に
つ
い
て
、
こ
の
３

年
間
で
、
い
か
に
財
政
の
健
全
化

を
果
た
す
事
が
で
き
た
の
か
。
ま

た
、
財
政
運
営
に
臨
む
市
長
の
基

本
姿
勢
を
伺
う
。
 

答
弁
 
市
債
に
つ
い
て
は
、
高
金

利
な
市
債
の
借
換
え
等
を
行
う
と

と
も
に
、
新
規
の
発
行
額
を
元
金

償
還
額
よ
り
も
少
な
く
す
る
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、

市
債
残
高
の
抑
制
に
よ
る
健
全
財

政
に
努
め
て
き
た
。
今
後
の
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
次
の
世
代

に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
た
め
、
可
能

な
限
り
負
債
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。
 

質
問
　
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る

中
、
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
市

民
が
必
要
と
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
、
協
働
に
よ
る
地
域
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
、

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
拠
点
と
し

て
、
大
変
重
要
な
役
割
を
担
う
各

市
民
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
、
機
構

等
の
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。
 

答
弁
 
市
民
セ
ン
タ
ー
の
施
設
や

機
能
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
と
相

ま
っ
て
、
利
用
者
か
ら
時
代
に
即

し
た
要
望
も
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
な
ど
利
用
面
を
中
心
と
し
た

改
修
を
財
政
運
営
計
画
に
計
上
し
、

計
画
的
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
増
改
築
に
つ
い
て
も
、
地

域
の
活
動
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

今
後
、
整
備
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。
 

質
問
　
イ
オ
ン
進
出
で
市
民
の
消

費
生
活
向
上
、
雇
用
拡
大
、
税
収

増
等
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
。
課
題
対

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
中
心
市
街
地

活
性
化
を
誘
導
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M
放
送
局
開
設
へ
の
動
き
が
あ

る
が
、
そ
の
効
果
を
伺
う
。
ま
た

道
路
交
通
へ
の
影
響
は
、
そ
の
予

測
や
対
策
と
評
価
が
検
証
さ
れ
て

い
る
が
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を

伺
う
。
 

答
弁
　
放
送
局
は
、
商
店
街
の
空

き
店
舗
等
に
設
置
し
、
各
種
の
情

報
提
供
や
市
民
参
加
番
組
の
編
成

に
よ
る
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
よ
り
商
店
街
に
人
の
流
れ

や
人
が
集
う
場
を
つ
く
り
、
商
店

街
の
フ
ァ
ン
や
顧
客
づ
く
り
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
イ
オ

ン
出
店
に
伴
う
交
通
問
題
は
、
事

業
者
と
公
安
委
員
会
と
の
協
議
内

容
で
は
、
通
勤
と
施
設
へ
の
来
客

時
間
帯
の
ピ
ー
ク
が
異
な
る
こ
と

か
ら
深
刻
な
交
通
渋
滞
は
生
じ
な

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
出

入
口
の
左
折
化
や
周
辺
道
路
・
施

設
の
改
良
等
に
つ
い
て
事
業
者
が

関
係
機
関
と
協
議
を
し
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
出
な
い
よ
う

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
 

質
問
　
昨
今
の
子
ど
も
に
対
す
る

事
件
が
多
い
中
、
安
全
・
安
心
な

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
「
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
国
が
進
め

つ
つ
あ
る
。
親
の
不
安
を
取
り
除

く
た
め
、
大
変
に
効
果
的
で
あ
る

と
思
う
が
、
本
市
で
の
取
り
組
み

を
伺
う
。
 

答
弁
　
本
市
で
は
、
地
域
協
働
合

校
推
進
事
業
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
風

土
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
事
業
10

年
の
節
目
に
、
こ
れ
を
充
実
発
展

さ
せ
、
国
の
「
放
課
後
プ
ラ
ン
」

と
の
整
合
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

平
成
20
年
度
か
ら
の
「
草
津
市
の

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
、
「
市

民
主
導
の
地
域
学
習
社
会
づ
く
り
」

の
新
た
な
段
階
を
目
指
し
、
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。
 

本会議（開会、市長提案説明） 

本会議（質疑および一般質問） 

本会議（質疑および一般質問） 

総務常任委員会 

文教厚生常任委員会 

産業建設常任委員会 

本会議（委員長報告、採決、閉会） 

12日（火） 

21日（木） 

22日（金） 

25日（月） 

26日（火） 

27日（水） 

29日（金） 

 

内　　　　　容 

 ６ 

月 

 

月 日（曜日） 

６月定例会の予定 　本紙に掲載された質問・答弁などの

詳しい内容についてお知りになりたい

方は、インターネット議会中継（録画

中継）および会議録（５月下旬発行予

定）をご覧ください。なお、会議録は、

市立図書館、行政資料室などに備えて

あります。また、ホームページでもご

覧いただけます。 




